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　※指定管理者による自己評価及び市による評価

〇 指定管理者選定委員会のコメント

サービスの安定性・継続性

安全対策、労務管理等は適切に行うことができた。
利用の抑制基調から利用料収入が大きく減収となったほ
か、電気料金高騰の影響により資金面で厳しい状況に
あったが、執行の管理に注力し、管理運営業務を計画通
り実施することができた。

利用の抑制基調及び電気料金高騰の影響はあったもの
の、徹底した費用削減と市からの補填により、財務状況は
安定しており、安全対策、個人情報保護、労務管理につい
ても適切に行われていた。

指定管理者は、新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行後は、合理性を考慮した感染防止対策を行い、利用者目線に立った柔軟な対応と適切な管
理運営に努めていたと評価。総合的な評価において、自動評価の参考値は「B」となったが、評価項目のうち「目標達成度」については、新型コロナウイルス感
染症の５類移行後も続く利用の抑制基調及び小ホール客席椅子の更新工事に伴う貸出中止の影響による不可抗力のため未達となったことを考慮し、新型コ
ロナウイルスの影響がなかった年度の「目標達成度」と同様の「b」相当として評価し、総合評価を「A」とした。今後も状況に応じた柔軟な対応と適切な管理運営
に努め、利用促進とサービスの向上に取り組まれたい。

効果的・効率的な管理運営業務

仕様書で定められた保守点検等について計画通り実施
し、安全かつ適切な施設運営を行った。また、新型コロナ
ウイルス感染症の５類感染症への移行後は、経済的・社
会的合理性を考慮した感染対策に努めた。

事業計画（仕様書）に基づき適切な管理運営業務を実施
していた。また、新型コロナウイルス感染症の５類感染症
への移行後は、合理性を考慮した感染対策を講じ、安心
して利用できる施設の維持に努めていた。

サービスの向上と利用促進

利用者目線に立った接客を心掛け、利用者のニーズをと
らえた情報発信等を行うよう工夫することでサービスの向
上及び利用促進を図った。また、手続き等の簡略化に努
め、利用者負担の軽減に努めた。

利用者負担の軽減に努めたほか、キャンセル待ち予約の
試行など利用者目線にたったサービスを、状況に柔軟に
応じながら提供しており、サービスの向上と利用促進に努
めていた。

サービスの安定性・継続性

b a a

指定管理者 市

評価項目 評価

モニタリング
による評価 a

効果的・効率的な管理運営業務 サービスの向上と利用促進
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指 定 管 理 者 の 業 務 内 容 施設の維持管理業務、使用許可等に関する業務、文化振興事業に関する業務

指 定 期 間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日

総合評価 ※参考値 評価の要素

設 置 目 的 本市における市民の文化及び教養の向上を図るとともに集会のように供するため設置

指 定 管 理 者
名 称 一般財団法人帯広市文化スポーツ振興財団

所 在 地 帯広市南町南７線５６番地７

指定管理者の管理運営に対する評価（ホームページ公表様式①）
所 管 課 生涯学習部生涯学習文化室生涯学習文化課
評 価 対 象 年 度 令和５年度

施 設 の 概 要

名 称 帯広市民文化ホール

所 在 地 帯広市西５条南１１丁目４８番地２


